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キリングループの物流戦略が王道をいっていました・・・
キリングループは2024年問題に対応するため、「輸配送戦略」と「拠点戦略」両軸のもと、「トラック運行
数の削減」・「必要トラック台数の確保」・「限られたトラックの有効活用」といった視点で段階的に解決策
を実施することを表明しています。荷主が目指す物流の目標として、非常にすっきりとわかりやすいものと
なっています。
キリングループにおいては今後、運送会社やドライバーが働きやすい環境を作り、集車力の強化につなげ
ることを目的に、トラックの運賃改定のほか、様々な取り組みを図るとしています。具体的に公表されてい
るのは下記の事項です。

上記取り組みについて、とくに注目したいのが「運賃を車建てに変更」という点です。「車建て運賃」は、
荷主の物流改善への取り組みを推進できるのです。たとえば積載率が上がるよう、配送回数をまとめたと
しても、個建運賃では荷主が払う運賃は下がらず、改善の動機がありません。車建て運賃ならば、トラック
運行数削減への荷主の努力は支払う運賃を下げることにつながります。2024年問題の対応のなか、ト
ラック運送事業者にも荷主にもメリットのある、WinWinの方策ということができます。
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2024.2 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

※湯浅コンサルティング作成（資料:https://www.lnews.jp/2024/02/q0214504.html ）

• トラック運行会社が労働時間規制により追加運行が行えなくなることによる
生産性悪化・経営状況悪化を防ぐため、2024年4月よりキリングループ貨物の運賃改定を行う。

• 運賃改定は2020年比で全国平均10.3％の上昇率。
• 貨物重量ベースとしていた運賃を車建てに変更。これにより積載状況の変動を受けず、トラックドラ
イバーの安定的な収入につながる環境を整備。

• 550km以上の⾧距離輸送についてはモーダルシフトまたは中継によるバウンド輸送に変更。
• 物流拠点においては待機状態の可視化によりさらなる待機時間の削減に取り組む ・・・等


